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－理念と活動の国内外の動向－ 



Dementia Friendly Community（DFC） の理念 

DFCにおける海外の動向 
イギリス、スコットランド、オランダ、ベルギー、台湾 

DFCにおける国内の動向 
「認知症の人にやさしいまちづくりガイド」（H26厚労省老人保健健
康等増進事業） 

静岡県富士宮市/福岡県大牟田市/京都府宇治市/ 

 

お話しの内容 
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 DFCの理念 
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Dementia Friendly Community(DFC) 

DFCは、今世紀の初頭より、認知症に対する偏見の解消、
差別の撤廃、認知症の人の社会包摂、社会参加の促進を
目指す活動である。 

その理念と戦略は、認知症の人の主体的な参加と発言に
よって実質化、深化している。 

2001年にスコットランド・アルツハイマー病協会の作成した
「Creating Dementia-Friendly Communities; A 
Guide」のなかで用いられた。 

そのなかで、「認知症の人は、いまなお、社会から排除されて
おり、孤立していると感じている」と記されている。 

2015年1月に政府が発表した「新オレンジプラン」にも「認知
症高齢者等にやさしい地域づくりに向けて」という副題が掲げ
られている。 
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 DFC －海外での動向－ 
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DFC、各国の動き 
イギリスでは、2012年以来、DFCの活動が活発化し、「本
人が希望するcommunityのなかで暮らせるようにすること」 

スコットランドでは、「Nothing about us without us」
をスローガンに、認知症当事者団体「スコットランド認知症
ワーキンググループ」が発足。同時にpost diagnosis 
support one yearが始まる（2013）。 

 オランダでは、1997年に、アルツハイマー・カフェが作られ、
現在、230になっている。さらにdementia friends 100
万人養成の計画が立てられている。 

ベルギーでは、2010年、ブルージュという都市が、DFCを宣
言。「一緒にdementia friendlyなブルージュを」 

台湾では、2013年にDementia Friendly Store、
2014年にはDementia Friendly Clinicが始まった。 
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 DFC  -国内の動向- 
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認知症関連まちづくり‐国内動向（4/4） 
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＊2015年3月発行 
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国内動向：冊子「認知症の人にやさしいまちづくりガイド」
（1/4） 

▷ 地域の多様な人たちによる取り組みを発展させている事例に 

 注目して、インタビュー調査をしたことからわかったこと 

 

「認知症の人にやさしいまちづくりガイド」 
国際大学 グローバル・コミュニケーション・センター/認知症フレンドリージャパン・イニシアチブ（2015年3月） 
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▷ 静岡県富士宮市の取り組み 

・認知症サポーター養成講座や地域イベントの企画に、認知症 

 の人自身が参加することを重視 

 ‐高校生向け講座で認知症の人を講師に 

  ➡生徒の間には、具体的に地域で暮らす 

   人のイメージが作られた  

 

             ‐「認知症の人のソフトボール大会」 

               ➡毎月行われる実行委員会に認知症の人が参加     

                することで、常にゴールを意識しながら、対話と 

                議論が進んでいる 

国内動向：冊子「認知症の人にやさしいまちづくりガイド」
（2/4） 

「認知症の人にやさしいまちづくりガイド」 
国際大学 グローバル・コミュニケーション・センター/認知症フレンドリージャパン・イニシアチブ（2015年3月） 
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▷ 福岡県大牟田市の取り組み 

・セクターを超えて、お互いが得する仕組みを重視 

 ‐地元商店街や学校関係者、福祉関係者の連携が成功 

  ➡「自分の住む地域に買い物をする 

   場所がない」との高齢者の声を聴き、 

   お店が施設や介護施設への出張 

   サービスを行っている 

 

 ‐地元中学校では、地域学習の3年間プログラムに、認知症をテーマに 

  ➡徘徊模擬訓練に参加、高齢者とペアになって商店街を訪ね、気づいた 

   ことを市役所に提言する等が行われている 

  

 

            

国内動向：冊子「認知症の人にやさしいまちづくりガイド」
（3/4） 

「認知症の人にやさしいまちづくりガイド」 
国際大学 グローバル・コミュニケーション・センター/認知症フレンドリージャパン・イニシアチブ（2015年3月） 
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▷ 認知症カフェの活用を重視 

宇治市でのカフェの開設（2012年12月） 

・京都府立洛南病院 森俊夫副院長が宇治市の要請により、 

 宇治市内のレストランで当事者と家族を中心に開催した 

 

・その後、森医師を中心に医療・福祉ス 

 タッフ、ボランティアで、月1回、場所を 

 変えながら実施 

 

・2013年、宇治市の事業として公社が引き継ぎ、市内4圏域で 

 開催 

  

 

            

国内動向：京都府宇治市の取り組み（1/4） 

「認知症の人にやさしいまちの実現に向けて」（2016） 川北 雄一郎 人間福祉学研究 2016 
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国内動向：冊子「認知症の人にやさしいまちづくりガイド」
（4/4） 

「認知症の人にやさしいまちづくりガイド」 
国際大学 グローバル・コミュニケーション・センター/認知症フレンドリージャパン・イニシアチブ（2015年3月） 
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交通手段 

偏見の払拭 

自立した生活 

早期診断、適切なケア 
必要なお店と適切なサービス 

わかりやすい環境 

運動しやすい施設 

認知症の人の視点に
沿った地域づくり 

認知症の人の貢献 

地域生活の支援者 

認知症の人が希望と自信をもち、社会への貢
献が可能となる地域社会 

Building dementia friendly communities, 
Alzheimer’s Society 

認知症の人にやさしいまち 
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